
平
成
十
九
年
四
月
二
十
六
日
提
出

質

問

第

二

〇

三

号

主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
）
の
開
催
地
選
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書提

出

者

鈴

木

宗

男
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主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
）
の
開
催
地
選
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
七
年
四
月
二
十
六
日
付
毎
日
新
聞
朝
刊
が
、
「
『
洞
爺
湖
選
定

不
透
明
で
不
自
然
』

サ
ミ
ッ
ト
開
催
地

神
奈

川
知
事
が
不
快
感
」
と
の
見
出
し
で
、

「
神
奈
川
県
の
松
沢
成
文
知
事
は
二
十
五
日
の
定
例
会
見
で
政
府
が
〇
八
年
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
の
開
催

地
を
北
海
道
・
洞
爺
湖
地
域
に
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
『
選
定
が
少
し
不
透
明
、
不
自
然
で
は
な
い
か
』
と
不
快
感
を

示
し
た
。

後
れ
て
名
乗
り
を
上
げ
た
洞
爺
湖
を
開
催
地
域
と
し
た
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
警
備
や
環
境
を
重
視
し
た
安
倍
晋
三
首

相
の
意
向
が
強
く
働
い
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
松
沢
知
事
は
、
開
催
地
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
横
浜
市
な
ど
が
政
府

の
求
め
に
応
じ
昨
年
十
一
月
ま
で
に
企
画
書
を
提
出
し
て
い
た
と
指
摘
。
『
官
邸
サ
イ
ド
が
あ
ま
り
乗
り
気
で
な
か
っ
た
地

元
を
促
す
形
で
立
候
補
さ
せ
、
そ
こ
に
ス
ト
ン
と
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
は
、
横
浜
市
を
応
援
し
て
き
た
立
場
と
し
て
、

ち
ょ
っ
と
ふ
に
落
ち
な
い
』
と
不
満
を
漏
ら
し
た
。
」

と
の
内
容
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

主
要
国
首
脳
会
議
を
主
管
す
る
省
庁
と
部
局
の
名
称
、
並
び
に
当
該
部
局
の
責
任
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

一



い
。

三

「
後
れ
て
名
乗
り
を
上
げ
た
洞
爺
湖
を
開
催
地
域
と
し
た
決
定
過
程
に
つ
い
て
は
、
警
備
や
環
境
を
重
視
し
た
安
倍
晋
三

首
相
の
意
向
が
強
く
働
い
た
」
と
い
う
事
実
が
あ
る
か
。

四

二
〇
〇
八
年
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
）
が
洞
爺
湖
地
域
で
開
催
さ
れ
る
と
決
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
と

理
由
及
び
ど
の
様
な
自
治
体
が
開
催
地
候
補
と
し
て
名
乗
り
を
上
げ
た
か
を
時
系
列
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

二
〇
〇
八
年
の
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
�
サ
ミ
ッ
ト
）
の
開
催
地
決
定
に
関
し
て
、
「
選
定
が
少
し
不
透
明
、
不
自
然
で

は
な
い
か
」
と
い
う
批
判
に
対
す
る
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


